



Ⅰ.口 演 題 目
A 温 泉 に 関 す る も の




2.杉原 健 :温泉の老化に関する研究 (第1報)
三朝温泉の湧出後のラドン含有量の変化 日本化学会 第6年会 昭和28年4月.
3.梅本春次 :温泉地の井戸水中並びに土壌に附着しているCl一,SO42-について (第7報)
温泉所在の化学的探査法の可能性 日本化学会中国四国支部常会 昭和28年5月
4.杉原 健 :温泉の老化に関する研究 (第2報)
三朝温泉の湧出後の珪酸塩の変化 仝 上
5.梅本春次,御船政明:温泉植物成分の化学的研究 (第1報)
































Ⅱ.論 文 題 目
A 温 泉 に 関 す る も の
温 泉 化 学
1･梅本春次 :硫酸イオンの簡易牛定量法,分析化学,2,34(1953)
2･梅本専攻 :放射能泉中のRaBの定量法,分析化学,2,201(1953)･



















温 泉 匡 畢






























































前 年 度業 横題 目に鴇載漏 れの論者
36.田中良憲,丹下智司,高取.TLか･産婦人科領域における温泉療法の経験 (1)
帯下及び慢性附属器炎の温泉療法
日本淀泉気候会誌 17(1),17,昭和27年12月,
37.田中良憲,高取碩 :産婦人科領域における温泉療法の経験 (2)
温泉俗を契機として治癒せる尿管陸濠の1例
日本温泉気候会誌17(1),21,昭和27年12月.
38.田中良憲,岡田俊郎:産婦人科領域における温泉療法の経験 (3)
温泉療法が婦人基礎体温に影響した1例
日本温泉気院会誌 17(2),6,昭和28年3月.
